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1．はじめに 

 同題その 2 では，各ブロックユニットから計測した 3 軸歪

データを用い，壁体に作用する対角圧縮ストラットの形成角

度，中心線および有効幅などの算定を試みる。 

 

2．圧縮主歪を用いた壁体の対角圧縮ストラット有効幅の算

定手順 

 IFRB 試験体の実験の際に計測した各ブロックユニットの 3

軸歪データを用い，壁体に作用する対角圧縮ストラットの形

成角度，中心線および有効幅を算定する。以下に，本研究で

提案する算定手順を示す。ここでは，加力初期段階である部

材角 0.2%および最大耐力が現れた部材角 0.67%を適用例とし

て示す。 

 

(1) 各ブロックユニットの圧縮主歪の算定 

 対角圧縮ストラット有効幅の算定の第 1 段階として，式

（1）～（3）1)より各ブロックユニットに貼り付けた 3 軸歪

ゲージのデータから圧縮主歪を算出する。 
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ここで，1 は引張主歪，2 は圧縮主歪，，x およびy はブロッ

クユニットの対角線上歪，xy はブロックユニットの鉛直方向

の歪，2 は主歪の水平方向となす角度（rad. 図 1 参照）で

ある。 

 IFRB 試験体の部材角 0.2%および 0.67%における各ブロッ

クユニットの圧縮主歪の算出結果を図 1 に示す。同図より，

部材角 0.2%ではほとんどの圧縮主歪が対角線方向に分布する

のに対し，部材角 0.67%ではブロックユニットの損傷などに

より対角線方向に分布していない箇所が多数発生した。 

 

(2) 対角圧縮ストラットの形成角度および中心線の算定 

 次に，(1)で算定した各ブロックユニットの圧縮主歪および

それに対応する角度を用い，壁体に作用する対角圧縮ストラ

ットの平均形成角度を求める。その際に，各ブロックユニ
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図 1 各ブロックユニットの圧縮主歪 

（上：部材角 0.2%，下：部材角 0.67%） 
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図 2 ストラットの形成角度および中心線の位置 
（上：部材角 0.2%，下：部材角 0.67%） 
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ットの圧縮主歪の角度2j を圧縮主歪2j の重み付け平均によ

り定義する（式（4））。ここで，図 2 に示すように水平方向

となす角度が 0ºから 90ºの間に分布する圧縮主歪のみを算定

対象とした。以上より，対角圧縮ストラットの平均形成角度

は図 2 に示すように，部材角 0.2%ではおよそ 45º，部材角

0.67%ではおよそ 33ºとなった。 
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ここで，2j および2j はそれぞれ各ブロックユニットの圧縮主

歪および角度である。 

 一方，対角圧縮ストラットが作用する中心線の算定は，図 2

に示すように上記で算定した平均形成角度に対し直角方向に

均等に 15 等分し，各区間の圧縮主歪の大きさから各区間の作

用点（図 2 の●）を算出する。図 2 より，各作用点の回帰直線

が水平方向となす角度と平均形成角度が概ね一致した。 

 

(3) 各区間別の平均圧縮主歪の算定 

 次に，図 2 に示す各区間別に圧縮主歪の算術平均を算定し，

その結果を図 3 に示す。同図より，部材角 0.2%では圧縮主歪

の平均値が対称的に分布しているのに対し，部材角 0.67%で

は区間 14 は圧縮主歪の平均値が減少しており，区間 15 は 0

となっている。これは図 2 に示すように区間 14 からは計測

不能の歪ケージや前述した圧縮主歪の選定対象外のものがあ

るためである。 

 

(4) 対角ストラットの有効幅の算定 

 最後に，図 3 に示した各区間別の圧縮主歪の平均の平均値

と，各区間別の圧縮主歪の平均値との交差点を対角圧縮スト

ラットの有効幅と仮定する。図 3 より，交差点が発生する区

間は，部材角 0.2%では概ね区間 2 および区間 12，部材角

0.67%では概ね区間 3 および区間 13 である。この結果を図 2

に併せて示した図が図 4 である。同図より対角圧縮ストラッ

トの有効幅は，両部材角ともに平均的に 400mm 程度となっ

た。しかしながら，部材角 0.67%の場合は壁体の右下部の損

傷が大きいため，力がその上下に分散して流れたと予想する

と各区間別の圧縮主歪の平均の平均値はその区間において過

小評価された可能性が極めて高いと思われる。今後，歪デー

タだけではなく，応力度－歪関係などから上記の算定結果を

精査する必要があると考えられる。 

 

4．まとめ 

 剛梁型試験体における各ブロックユニットの 3 軸歪データ

を用い，対角線上に作用するストラットの有効幅について検

討を行った。その結果，対角圧縮ストラットの有効幅は両部

材角ともに平均的に 400mm となったが，これらの結果を今

後予定しているブロック造壁の材料試験結果から得られる応

力度－歪関係と比較し，その整合性を検討する必要がある。 
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図 3 各区間別の平均圧縮主歪分布 

12

2

12

2

 

3

13

3

13

 

図 4 対角ストラットの有効幅 
（上：部材角 0.2%，下：部材角 0.67%） 
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